
（地独）鳥取県産業技術センター

研究職員募集

＜募集概要＞

鳥取県産業の未来を支える人材を求めています。

区分・人数 募集分野 主な業務内容

化学
（募集人数：１名程度）

有機材料、バイオマス系材料、プラスチック、ゴムなど
の高分子材料を中心とする化学分野

左の分野に関する、
・県内企業等からの技術相談、
試験分析への対応
・企業ニーズに基づく実用化研究
・開放機器利用支援
・県内企業の技術人材育成支援

機械・計測制御
（募集人数：１名程度）

ロボット制御、自動化・省力化、３DCAD・３Dプリン
ター、機械計測などを中心とする機械工学分野

次のいずれにも該当する方
・昭和40年（1965年）4月2日以降に生まれた方
・学校教育法に基づく大学若しくは大学院、若しくは工業高等専門学校専攻科を
卒業又は修了した、若しくは令和7年3月31日までに卒業又は修了見込みの方、
又はこれらの方と同等の資格があると当センターが認める方

令和７年４月
採用予定

＜受験資格＞

鳥取県産業技術センター
紹介ビデオ

センターHP

～（地独）鳥取県産業技術センターとは～
・鳥取県が設立した地方独立行政法人（公務員型）の公設試験研究機関です。
・県内企業の製品開発や生産工程等における技術相談、これに伴う試験分析、開放機器の利用支援、実用化
研究などの業務を通して、県内企業の発展や新事業創出に貢献しています。
・職員の身分は地方公務員で、鳥取県職員と同様の給料、諸手当、共済、勤務形態の制度で運営しています。



区分 内容

試験スケジュール・
会場等

（１）受験申込

・受付期間：令和６年８月５日（月）～１０月１４日（月・祝）
・申込方法：センターHP職員採用ページに掲載するエントリーシートに必要事項を

入力して応募してください。
職員採用ページURL：https://tiit.or.jp/3173/m154/researcher/r704/

（２）１次試験（Web面接）※別途、エントリーシートによる書類選考を行います。
・期日：令和６年１０月１９日（土）または２０日（日）
・面接内容：エントリー内容を踏まえ、研究の取組内容や専門分野のご経験、実績等を伺います。
・一次試験合格者発表時期：令和６年１１月１日（金）予定

（３）２次試験（プレゼンテーション、面接・口頭試験）

・期日：令和６年１１月３０日（土）
・場所：（地独）鳥取県産業技術センター（鳥取市若葉台南７丁目１－１）
・内容：ご自身の研究等に関するプレゼン及び専門分野の口頭試問を含む面接を行います。
・適性検査：受験者に別途、適性検査（Web）をご案内します。
・最終合格者発表時期：令和６年１２月６日（金）予定

勤務形態等 （１）身分
地方独立行政法人の職員として採用され、地方公務員法が適用される地方公務員となります。

（２）条件付き採用期間
採用後６か月間（最長１２カ月間）は、地方公務員法の定めにある条件付き採用期間です。

（３）勤務地 （地独）鳥取県産業技術センターの以下の研究所のいずれかを予定
・電子・有機素材研究所（鳥取市若葉台南7丁目1-1）
・機械素材研究所（米子市日下1247）

（４）勤務形態 週３８時間４５分（フレックスタイム勤務も可能です。）
・勤務時間：午前８時３０分～午後５時１５分まで（休憩：正午～午後１時）
・休日：毎週土曜、日曜及び祝日、１２月２９日～１月３日
・休暇等：年次有給休暇、特別休暇（夏季休暇、ボランティア休暇、介護休暇）ほか
・育児休業等：3歳までの育児休業のほか、就学時までの短時間勤務も可能です。

（５）月額給料
・初任給の例
（R6.4採用）

※研究職歴や関連する勤務職歴に応じて加算されます。
・初任給額は、募集案内時点の月額であり、採用までに給与改定を行った場合はそれによります。
・昇給：原則年１回
・給料及び手当等：鳥取県職員の例によります。

（６）福利厚生
・地方公務員共済組合法、地方公務員災害補償法適用

経歴等 月額基本給

令和６年３月大学卒 210,200円程度

令和６年３月大学院修士課程修了 229,400円程度

令和６年３月大学院博士課程修了 253,200円程度

＜試験スケジュール、勤務形態等の概要＞ ※詳細は募集案内をご確認ください。

職員採用ページ

＜施設の見学、業務説明＞10月１１日（金）まで受付中！

＜採用試験の問い合わせ先＞
（地独）鳥取県産業技術センター総務室 幸山（コウヤマ）

電話：0857-38-6200（月～金 8:30～17:15） 電子メール：tiit@tiit.or.jp

当センターの業務内容、保有設備の説明や施設の見学を希望される場合は、募集案内記載の申込方法により
お申込みください。


